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5／1
春の防犯活動実施中イ

昭和58年
（1983年）

「カギかけてお願いしますお隣さん」

「たしかめようキー抜きカギかけも

う一度」 宇治警察署

第628号

市
民
の
期
待
と
信
頼
を
担
っ
て

市
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
二
十
四
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
次
の
三
十

二
人
が
新
議
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
党
派
別
で
は
民
社
党
が
七
人
、
日

本
共
産
党
が
六
人
、
自
由
民
主
党
が
五
人
、
公
明
党
が
五
人
、
日
本
社

会
党
が
四
人
、
無
所
属
が
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、

四
月
十
四
日
の
告
示
と
と
も
に
定
数
三
十
二
人
の
と
こ
ろ
へ
三
十
五
人

が
立
候
補
し
少
数
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
生
活
に
深
く
か
か
お
り
、

今
後
の
市
政
の
方
向
を
決
め
る
選
挙
で
あ
っ
た
た
め
、
有
権
者
の
関
心

も
高
く
、
投
票
率
は
六
九
・
一
八
％
で
し
た
。

宇治市議会議員当選者
定数32人
（得票数順・敬称略
票の少数点以下は案分による）

久
保
田
勇
（
3
4
歳
）

無
所
属
（
新
）
、
心
一
社
員
、
宇
治

大
谷
6
の
1
1

四
、
五
七
几
票

野
口
Ｉ民

社
党
（
現
）
、

町
久
保
2
1

美
（
4
5
歳
）

会
社
員
、
小
倉

二
、
五
一
七
票

川
原
一
行
（
4
2
歳
）
地
上
一
男
（
4
7
歳
）

日
本
共
産
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
民
社
党
（
ｍ
）
、
合
一
社
員
、
広
野

開
町
3
7
の
1
町
尖
山
2
の
Ⅲ

二
、
五
〇
九
票

7
／
い
Ｊ
Ｋ

二
、
二
七
一
票

吟
5

’
ｆ
Ｉ
、

浅
井
厚
徳
（
3
6
歳
）
佐
藤
京
子
（
4
9
歳
）

日
本
社
会
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
日
本
共
産
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

小
倉
町
南
浦
7
1
の
1
0
5
木
幡
南
山
8
1
の
5

二
、
三
五
四
票
二
、
二
六
一
票

竹
林
瑛
峻
（
4
6
歳
）

民
社
党
（
現
）
、
心
一
社
員
、
宇
治

野
神
1
の
6
3

二
、
三
〇
三
票

市議会議員選挙の投票結果

【〉有権者数102，095人

男50，149人

女51，946人

［〉投票者数70，631人

男33，680人

女36，951人

［〉投票率69．18％

男67．16％

女71．13％

田
中
清
（
5
6
歳
）

民
社
党
（
現
）
、
会
社
員
、
神
明

宮
東
9
3
の
2

ニ
、
二
三
〇
票

加
藤
吉
辰
（
4
2
歳
）

民
社
党
（
現
）
、
会
社
員
、
広
野

町
寺
山
9
9
の
1
9

一
｀
二
Ｉ
九
票

≒
．
．
＞
（
ｋ
．
り
婬

西
川
善
通
（
4
8
歳
）

自
由
民
主
党
（
現
）
、
計
量
士
、

五
ヶ
庄
三
番
割
9

二
、
二
五
四
票

野
田
勇
（
5
1
歳
）

日
本
襲
竟
（
元
）
、
政
党
役
員
、

神
明
宮
東
7
3
の
7

二
．
一
八
〇
票

川
口
信
博
（
4
4
歳
）

公
明
党
（
現
）
．
箆
吊
議
、
木

幡
平
尾
3
の
9

二
、
一
七
三
・
三
五
六
票

庄
司
洋
（
3
9
歳
）

公
明
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、
広

野
町
大
開

1
0
6
の
7

二
、
一
〇
五
票

高
原
孜
行
（
4
7
歳
）

日
本
社
会
党
（
現
）
、
公
社
員
、

五
ヶ
庄
芝
ノ
東
5
8

二
、
〇
四
五
票

平
岡
久無

所
属
（
現
）
、

幡
花
揃
2

夫
（
4
7
歳
）

会
社
役
員
、
木

一
、
九
九
七
票

浅
見
健
ニ
（
4
3
歳
）

日
本
社
会
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、

大
久
保
町
山
ノ
内
3
6
の
1

一
、
九
七
三
票

堤
武
彦
（
4
8
歳
）

公
明
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
広

野
町
丸
山
6
9
の
7

一
、
九
六
八
票

江
口
辰無

所
斑
（
現
）
、

一
ノ
坪
6
9

造
（
5
4
歳
）

農
業
、
横
島
町

一
、
九
六
六
票

加
地
勇
（
6
2
歳
）

自
由
民
主
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

伊
勢
田
町
若
林
8
の
2
6

一
、
九
六
三
票

野
上
清
一
（
4
4
歳
）

民
社
党
（
現
）
、
心
一
社
員
、
宇
治

米
坂
3
0
の
8

一
、
九
三
〇
票

足
立
恭
子
（
4
8
歳
）

日
本
共
産
党
（
新
）
、
政
党
役
員
、

宇
治
下
居
1
0
の
1
5一

、
九
二
三
票

水
谷
修
・
（
2
6
歳
）

日
本
共
産
党
（
新
）
、
政
党
役
員
．

宇
治
大
谷
3
3
の
9

一
、
八
六
五
票

川
口
祐
一
（
5
0
歳
）

日
本
共
産
党
（
寥
、
宇
治
市
議
、

大
久
保
町
山
ノ
内
Ｈ

一
、
八
五
八
・
六
四
三
票

福
井
光
雄
（
5
6
歳
）

無
所
属
（
現
）
、
会
社
役
員
、
小

倉
町
西
浦
7
2
の
6

一
、
八
一
二
票

吉
田
明
（
4
4
歳
）

公
明
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
棋

島
町
南
落
合
3
の
7
3一

、
七
七
三
票
．

丹
羽
広
一

公
明
党
（
新
）
、

宮
北
2
0
の
2

郎
（
3
8
歳
）

自
営
業
、
神
明

一
、
七
四
〇
票

前
窪
義
由
紀
（
3
6
歳
）

日
本
共
産
党
加
）
、
宇
治
市
議
、

明
星
町
二
丁
目
2
の
2
9

一
、
七
二
四
票

梅
原
文民

社
党
（
現
）
、

川
南
組
3
5

雄
（
6
1
歳
）

会
社
員
、
志
津

一
、
六
八
三
票

菅
野
多
美
子
（
4
5
歳
）

無
所
属
（
現
）
、
宇
治
市
議
、
五

ヶ
庄
三
番
割
3
4

一
、
六
三
四
票

辻
田
光
男
（
5
1
歳
）

自
由
民
主
党
（
新
）
、
会
社
員
、

小
倉
町
堀
池
3
9
の
9
1

一
、
六
〇
四
票

秋
月
賢
治
（
5
8
歳
）

自
由
民
主
党
（
現
）
、
宇
治
市
議
、

菟
道
田
中
ｔ
－
の
5

一
、
五
九
二
票

北
村
庄
嗣
（
5
7
歳
）

自
由
民
主
党
（
現
）
、
農
業
、
白

川
川
上
り
谷
7
1

一
、
五
八
一
票

次
点
宮
城
日
出

日
本
共
産
党
（
現
）
、

五
二
二
票

年
－

金
ヶ
崎
三
千
彦

自
由
民
主
党
（
新
）
、
一
、

〇
八
五
票

小
西無

所
属
（
新
）
、

惑恵

／ゝ－一

票三

185

新
市
議
3
2
人
決
ま
る
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御
茶
壷
道
中
の
主
体
が
、
宇
’

治
茶
恋
心
め
た
将
軍
家
の
茶
壷

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
だ
が
、
終
始
そ
の
茶
壷
に

付
き
添
い
、
一
切
の
責
任
舎
貝

っ
て
道
中
す
る
の
は
、
一
人
の

御
数
寄
屋
頭
（
茶
道
頭
）
と
、

二
名
の
御
数
寄
屋
坊
主
（
平
茶

道
）
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
幕
府
若
年
寄
の
支
配

下
に
あ
っ
て
、
江
戸
城
中
で
ぱ

将
軍
家
の
所
蔵
す
る
茶
道
具
の

管
理
や
、
登
城
す
る
諸
侯
に
茶

か
垢
す
る
役
割
を
も
っ
て
い
た

が
、
そ
の
身
分
は
、
け
っ
し
て

高
く
な
か
っ
た
。
た
だ
、
将
軍

の
行
ラ
茶
事
に
関
与
す
る
な
ぺ

5月3日は憲法記念日

”゛＾‘｀・

常
に
そ
の
側
近
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
彼
ら
の
立
場
か
微
妙
な
も

の
に
し
て
い
た
。

俗
に
茶
坊
主
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
そ
の
身
な
り
は
法
体
で

あ
り
、
い
っ
た
ん
城
外
に
出
る

と
、
武
張
っ
た
と
こ
ろ
は
少
し

も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
御
蚕
｀

道
中
を
権
威
付
け
、
茶
壷
か
護

は
、
御
物
茶
壷
と
呼
ば
れ
る
将

軍
家
伝
世
の
も
の
で
あ
り
、
美

術
的
価
値
も
ま
た
、
相
当
に
高

い
も
の
で
あ
っ
た
。
享
保
八
年

こ
七
二
三
）
、
八
代
将
軍
吉

宗
は
、
宇
治
へ
運
ぶ
茶
壷
を

十
個
に
限
り
、
毎
年
そ
の
ラ
ち

三
個
ず
つ
か
痔
ち
出
す
こ
と
に

改
め
た
が
（
下
表
参
照
）
、
そ

陶
製
の
茶
壷
は
破
損
し
や
す
い

も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
湿

り
や
す
い
礦
茶
が
詰
め
β
れ
て

い
る
。
レ
？
碧
2
狽
の
茶
の
代

金
ま
で
預
か
っ
て
い
る
の
だ
。

も
し
過
失
が
あ
れ
ば
、
死
罪
に

処
せ
ら
元
る
で
あ
φ
つ
。
家
禄

は
没
収
さ
れ
、
罪
は
家
族
や
親

類
に
ま
で
お
よ
ぶ
か
も
知
れ
な

御
茶
壷
道
中
（
そ
の
四
）

衛
さ
せ
る
た
め
に
は
、
徒
士
頭

や
大
番
（
二
条
・
大
阪
城
の
警

衛
に
あ
た
る
武
士
）
の
同
行
を

必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

前
回
に
は
、
彼
ら
の
道
中
が

沿
道
の
人
々
を
困
ら
せ
、
恐
れ

さ
せ
た
こ
と
か
述
べ
た
が
、
今

回
は
逆
に
、
彼
ら
の
立
場
と
心

情
ｍ
う
こ
と
に
し
よ
う
。

彼
ら
が
運
ぶ
将
軍
家
の
茶
壷

れ
以
前
は
、
毎
年
数
十
個
の
茶

壷
が
、
運
び
出
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
吉
宗
の
改
革
（
享
保

の
改
革
）
が
、
往
路
の
経
費
節
減

夕
意
図
に
巡
も
の
で
あ
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
由
緒
あ

る
御
物
茶
壷
を
身
分
の
低
い
茶

道
衆
が
預
か
り
、
一
ヵ
月
に
余

る
長
い
旅
か
ず
る
の
で
あ
る
。

1

1

1

1

五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。
憲
法

は
、
私
た
ち
の
人
権
を
守
り
、
生
活
を
保

障
し
て
い
る
も
の
で
す
。
憲
法
の
意
義
を

私
た
ち
の
身
近
な
問
題
で
あ
る
同
和
問
題

か
ら
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

1

1

1

1

－－－・－・

い
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
必
死

の
道
中
で
あ
っ
た
。

東
海
道
は
川
渡
ひ
が
多
い
か

ら
と
、
中
仙
道
や
甲
州
街
道
を

ホ
Ｂ
り
、
宿
場
に
到
着
す
れ
ば

ま
ず
非
常
口
と
避
難
場
所
夕
ｆ
に

見
す
る
。
宿
役
人
に
命
じ
て
、

茶
壷
に
は
不
寝
番
か
置
か
せ
、

そ
の
夜
の
宿
場
に
は
、
武
家
の

相
宿
か
詐
さ
な
い
な
ど
の
処
置

は
、
ひ
し
χ
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
シ
ー
落
に
滞
在
し
て

い
る
あ
い
だ
も
、
茶
壷
の
警
固

は
厳
重
で
あ
っ
た
。
宇
治
橋
が

通
行
1
屁
い
時
は
、
六
地
蔵

ト
豊
後
橋
（
観
月
橋
）
―
横
島

堤
ト
宇
舅
応
由
し
、
け
っ
し

て
舟
ぶ
落
川
か
渡
る
こ
と
は

茶壷名
容Ｍ

茶壷の由緒、その他
，宇治に運ばれる順年

袋茶（半ｉＳ司ｏ？（ｌ詰茶

（1斤＝20041）

福海

虹

藤瘤

寅申

日暮

袖挾

志・≪

旅衣

埋木

太郎五郎

半20袋

20

20

20

20

20

20

20

20

20

6．0斤

5．5

4．5

6．3

5．3

5．0

5．5

3．6

5．5

3．8

寛文12、大和ｅｉｉ山城主本多政梓の遺品を献上

明暦3、尾張徳川家より献上

ｍｍ3、紀伊徳川家より献上

元禄ＩＯ、ＨＩ府綱豊よ’Ｉ献上

寛文6、千姫遺品を献上

元禄5，宗義真より献上

寛文8、久留米城主有馬頼利の遺ｉ！．を献上

宝永元、松平軟驚の献上

子・寅・辰午・申・成

子・辰・申

子・辰・申

丑■卯・巳未・6・友

丑・巳■丙

丑・巳・酉

寅・午・戌

丿寅・午・戌

卯・未・友

卯・未・友

な
か
っ
た
。

宏
操
茶
使
一
行
の
心
労
に

は
、
ひ
し
ろ
同
情
す
べ
き
と
こ

ろ
か
あ
る
。
無
事
江
戸
城
に
帰

り
着
い
た
御
数
寄
屋
衆
に
は
、

一
ヵ
月
と
い
ラ
長
期
の
休
暇
が

与
λ
ら
元
る
例
で
あ
っ
た
。

（
歴
史
資
料
室
）

御物茶壷の名称など

差
別
の
な
い
社
会
は

私
た
ち
の
願
い

子どもたちは未来に向かって育つ（善法保育所で）

私
た
ち
は
、
「
健
康
で
あ
ひ
た

い
」
「
自
分
の
希
望
ず
る
仕
事
に

つ
き
、
力
い
っ
ぱ
い
働
童
に
」

「
豊
か
ｍ
ｉ
？
＞
な
生
活
か
送
り
た

い
」
な
ど
の
願
い
か
痔
っ
て
い
ま

す
。こ
ラ
し
た
願
い
は
、
「
基
本
的

人
権
」
と
し
て
、
憲
法
に
よ
っ
て

す
べ
て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
基
本
的
人
権
は
、
人

類
が
長
い
歴
史
の
中
で
た
ゆ
み
な

い
努
力
を
積
み
重
ね
、
一
人
ひ
と

肛
が
人
間
ら
し
ぐ
幸
せ
に
生
き
る

た
め
の
権
利
と
し
て
確
立
し
た
も

の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
、
こ
の
権

利
を
お
互
い
に
尊
重
見
回
、
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
い
ま

ｔ
＊
私
た
ち
の
次
幻
り
に
は
、
天
に

理
な
差
別
や
偏
見
が
存
在
し
、
基

本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
実
態
が
あ
り
ま
す
。
な

か
で
も
、
同
和
問
題
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
深
刻
か
つ
重
大
な
社
会

問
題
で
す
。

過
ぎ
去
っ
た

問
題
で
は
な
い

江
戸
時
代
に
徳
川
幕
府
は
、
そ

の
支
配
体
制
か
確
立
す
る
た
め
、

身
分
制
度
か
設
け
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
重
い
年
貢
の
取
り
立
て
な

ど
に
よ
る
民
衆
の
不
平
不
満
を
そ

今
左
め
に
最
底
辺
に
位
鴫
つ
け

ら
れ
た
人
々
は
、
厳
し
い
差
別
に

よ
っ
て
、
極
め
て
困
難
な
牛
活
を

し
い
ら
元
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
過
が
去
っ

た
問
題
で
は
な
く
、
今
日
で
も
な

お
、
同
和
地
区
の
人
だ
§
騨
鱗

や
結
婚
、
耳
星
活
な
ど
で
差
別

さ
れ
た
り
、
不
安
定
な
生
活
ｍ

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
深
刻

な
実
態
が
あ
り
乖
ｙ
。

こ
れ
が
同
和
問
題
で
す
。

こ
の
ぷ
つ
に
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
に
対
す
る
基
本
的
人
権
の
侵

害
は
、
一
つ
は
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
に
低
い
牟
屈
実
態
に
あ
ら

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
は

私
た
ち
自
4
の
心
の
中
に
あ
る
誤

つ
た
偏
見
が
、
そ
の
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
干
分
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で

解
決
を

同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
と
深
く

か
か
わ
る
問
題
で
す
。

な
ぜ
な
ら
同
和
問
題
を
こ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
い
ま

社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
面
に
残
っ
て

い
る
不
合
理
な
も
の
、
非
民
主
的

な
も
の
が
改
め
ら
れ
ず
。
私
た
ち

自
身
の
幸
せ
に
生
き
る
権
利
が
そ

こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
す
。同

和
問
題
の
解
決
が
国
民
的
課

題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
が
国

に
真
の
民
主
主
義
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
、
基
本
的
課
題
で
あ
る

か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
ぴ
が
同
和
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
自
ら
の
問
題
と
し

て
お
互
い
に
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
求
ｙ
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
い
ま
一
度
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
女
9
つ
こ

と
の
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
認
識

し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
孝
ま

し
ょ
う
。

正
し
く
教
え
て

正
し
く
学
ぶ

昭
和
四
十
年
に
国
の
同
和
対
策

審
議
会
か
ら
「
同
和
問
題
の
早
急

な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と

答
申
が
あ
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
、

同
和
問
題
は
行
政
の
取
ぴ
組
み
や

幅
広
い
国
民
の
協
力
、
さ
ら
に
地

区
住
民
の
自
主
的
な
努
力
な
ど
に

よ
っ
て
、
解
決
ヘ
ー
定
の
前
進
が

み
ら
れ
ま
す
。
1
が
し
、
今
な
お

残
る
実
態
的
格
差
の
問
題
に
加
え

て
悪
質
な
差
別
事
件
が
発
隼
心

な
ぺ
完
全
に
解
決
し
た
と
は
い

え
な
い
状
況
に
あ
り
未
了
。

市
で
は
、
同
和
対
策
審
議
会

答
申
や
、
五
十
七
年
か
ら
薪
た
に

施
行
さ
れ
た
「
地
域
改
善
対
策
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、
同
和
問

題
の
早
期
解
決
衆
り
さ
し
て
、
引

き
続
き
諸
施
策
の
積
極
的
な
推
進

に
努
め
ま
す
。
し
か
し
、
同
和
問

題
の
解
決
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
ま

ず
誤
っ
た
偏
見
を
な
く
す
た
め
に

家
庭
内
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
同
和

問
題
に
つ
い
て
話
に
Ｘ
回
ま
し
ょ

う
。
正
Ｌ
ど
教
え
て
、
正
レ
糸

ぶ
、
そ
れ
が
重
要
で
す
。

（
同
和
対
策
室
）

宇治川

写生大会作品を募集

新
緑
の
季
節
し

第
三
十
三
回
近
畿
幼
・
小
・
中
学
生

里
川
写
生
大
会
が
五
月
一
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

小
学
生
や
中
学
生
、
そ
れ
に
保
育
所

や
幼
稚
園
の
み
な
さ
ん
、
緑
豊
か
な

宇
治
川
ラ
イ
ン
一
帯
か
猫
い
で
、
μ
し

芦
に
応
募
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

〈
応
募
規
定
〉

▼
画
用
紙
は
四
ッ
切
。

▼
五
月
一
日
～
三
十
一
日
ま
で
に
描
い

た
も
の
に
限
る
。

▼
必
ず
色
を
つ
け
る
こ
と
（
油
絵
は
除

く
）
。

▼
作
品
の
裏
に
学
校
名
、
学
年
、
組
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
。
団
体
応

募
の
握
は
同
様
に
記
入
し
、
学
吠

学
年
別
に
必
要
書
類
か
添
え
て
、
六

月
四
日
ま
で
に
宏
雨
観
光
セ
ン
タ

ー
（
容
⑩
3
3
3
4
）
へ
提
出
の
こ

と
。

▼
昏
筰
品
は
一
人
一
点
に
限
る
。

▼
版
権
証
落
市
に
帰
属
し
、
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
審
｝
昼
裂
は
六
月
中
旬
の
予
定
。

▼
問
監
Ｂ
せ
は
商
工
観
光
課
（
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

子
ど
も
読
書
週
間

記
念
講
演
会
を
開
催

児
童
文
学
者
あ
ま
ん
さ
ん
を
迎
え
て

五
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で

は
そ
Ｅ
読
書
週
間
で
す
。

毎
日
、
た
く
さ
ん
の
旱
無
石

が
本
と
の
出
会
い
夕
求
め
て
市

民
図
書
室
に
や
っ
て
き
ま
す
。

子
芦
七
に
と
っ
て
、
す
ぐ
れ
た

本
と
の
出
公
一
い
は
楽
し
さ
と
充

実
感
、
豊
か
な
想
像
の
喜
び
を

与
え
て
ぐ
れ
る
も
の
で
す
。

市
民
図
書
室
で
は
、
読
書
週

間
を
記
念
し
て
、
児
童
文
学
作

家
の
あ
ま
ん
き
み
こ
さ
ん
を
招

い
て
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

あ
ま
ん
さ
ん
は
、
「
幼
い
子

＝
0
4
5
の
フ
″
ン
タ
ジ
ー
＝
相
盛

す
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
＝
」
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
す
。

◇

▼
と
さ
・
：
五
月
十
日
脚
、
午
前

十
時
～
正
午
。

▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公
民
館
大

会
議
室

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
お

誘
監
Ｂ
せ
の
う
え
、
多
数
お

越
し
ぐ
だ
さ
い
。

帚
民
図
書
室
）

186

今
年
も
光
化
学
ス
モ
″
グ
の
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

府
と
市
で
は
、
四
月
下
旬
か
ら

光
化
学
ス
モ
″
グ
の
｀
撹
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
昨
年
は
、

市
で
は
光
化
学
ス
モ
″
グ
注
意
報

の
発
令
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
毎
年
夏
季
は
、
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
ｍ
度
が
高
く
な
り
や
す
く
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

今年も光化学スモッグ

のないように

光
化
学
ス
モ
″
グ
の
注
意
報
や

警
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
と
。
学
校

な
ど
の
公
共
施
設
に
垂
れ
幕
か
掲

げ
て
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
テ
レ

ビ
ー
ラ
ジ
オ
で
も
報
道
さ
れ
ま
す
。

日
中
、
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

の
芦
か
痛
む
時
は
、
で
き
る
だ
け

外
出
は
し
な
い
ぷ
フ
に
Ｌ
ぎ
し
ょ

う
。
（
環
境
保
全
課
）

光化学スモッグ
監視体制始まる

宇
治
市
史
の
窓

基本的人権の尊重を
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た
だ
今
満
杯
で
す

周
辺
の
人
は
徒
歩
で
通
勤
・
通
学
を

四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

近
鉄
大
久
保
駅
西
の
自
転
車
置
場

は
、
毎
日
満
杯
の
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
駅
周
辺
の
近

隣
の
み
な
さ
ん
に
は
徒
歩
で
の
通

勤
・
通
学
や
呼
び
か
け
、
自
伝
車

置
場
の
良
好
な
運
営
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
急
速

な
増
加
に
伴
い
、
駅
前
周
辺
に
無

’
秩
序
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
人

や
車
の
通
行
に
大
き
な
支
障
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
市
で
は
。
放
置

自
転
車
・
バ
イ
ク
を
解
消
す
る
た

め
、
今
年
二
月
に
京
阪
三
室
戸
駅

前
に
Ｉ
カ
所
、
近
鉄
大
久
保
駅
高

架
化
ま
で
の
暫
定
措
ほ
と
し
て
四

月
か
ら
、
大
久
保
駅
西
側
に
も
自

転
車
置
場
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
大
久
保
駅
西
側
に
つ
い

て
は
利
用
が
多
く
、
毎
日
満
杯
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
近
隣
市
町
へ
の
協

力
菰
宕
狩
っ
て
い
ま
す
が
、
一

キ
ロ
μ
未
満
の
近
距
離
の
人
や
、

自
宅
か
ら
駅
ま
で
十
分
以
内
の
利

用
者
は
、
徒
歩
で
の
通
勤
・
通
学

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ａ
場
内
に
長
期
開
放
討
一

さ
れ
て
い
る
自
転
車
な
ど
は
他
の

人
へ
の
墟
恐
に
な
り
、
盗
難
の
問

題
も
生
じ
ま
于
。
秩
序
正
し
い
駐

車
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
利

４
近
鉄
大
久
保
駅
西
の
自
転
車
等
置
場

用
者
は
必
ず
車
体
に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
（
交
通
労
政
課
）

お
知
ら
せ

調
理
師
試
験

昭
和
五
十
八
年
度
第
一
回
調
理

師
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と
き
－
・
－
5
月
2
9
日
闇
、
午
後

1
時
半
～
3
時
半
▼
試
験
場
…
京

都
会
場
‥
関
西
文
理
学
院
（
鞍
馬

口
校
）
ｙ
願
書
受
付
…
5
月
9
日

卯
～
1
3
口
吻
、
各
保
健
所
で
▼
手

数
料
－
・
－
Ｅ
千
四
百
円
▼
受
験
資
格

・
：
2
年
以
上
、
調
理
業
務
に
従
事

し
た
人
▼
問
い
合
わ
せ
…
宇
治
保

健
所
（
萱
四
2
1
9
1
）
へ
。

（
宇
治
保
健
所
）

赤
十
字
社
資
を

募
集
し
ま
す

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
今
年
も

赤
4
字
事
業
を
進
め
る
た
め
「
全

戸
社
輿
加
入
」
を
目
標
に
、
社
資

か
砧
集
し
ま
す
。

赤
十
字
で
は
、
国
際
救
援
活
動

や
献
血
事
業
、
災
害
救
護
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
事
業
資

金
は
、
す
べ
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
る
社
資
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
町
内
会
、
自
治
会
を

通
じ
て
お
願
い
に
去
ぢ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
日
本
赤
十
字
社

宇
治
市
地
区
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

親
子
（
母
と
子
）

ソ
フ
ト
ボ
－
ル
教
室

▼
と
き
…
5
月
7
日
出
～
2
9
日

間
の
琉
星
・
日
、
8
日
間
、
午

後
2
時
～
4
時
半
▼
と
こ
ろ
…
南

小
倉
小
学
校
▼
対
象
・
定
員
－
：
母

と
子
（
小
学
校
4
年
生
以
上
）
の

3
0
組
6
0
人
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
と
き
…
5
月
ｍ
一
日
出
～
6
月

4
日
出
の
毎
迎
火
・
土
、
8
日
間
、

午
後
7
時
半
～
9
時
半
▼
と
こ
ろ

…
小
倉
小
学
校
▼
対
象
・
定
員
・
：

中
学
生
以
上
の
初
心
者
3
0
人
。

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

ｙ
と
き
・
：
5
月
1
4
日
出
～
6
月

5
日
収
の
毎
迎
土
・
日
、
8
日
間
、

午
後
2
時
～
5
時
▼
と
こ
ろ
…
黄

漿
公
園
コ
ー
ト
▼
対
象
－
定
員
・
：

高
校
生
以
上
の
初
心
者
5
0
人
。

以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
敦
室
の
申
し

込
み
は
、
市
民
体
育
課
へ
。
参
加

は
無
料
で
す
。
（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
－
ツ
ひ
ろ
ば

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
〉
5
月
8
日
㈲
、
午
前
1
0
時

～
正
午
。
板
島
小
学
校
で
。

〈
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉
5
月
9
日
㈲
、

午
後
7
時
～
9
時
。
大
久
保
小

学
校
で
。

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉
5
月
1
0
日
㈹
、

午
後
7
時
半
～
9
時
半
。
池
辺

第
二
小
学
校
で
。

い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
（
市
民
体
育
課
）

第
1
回
新
進

軟
式
庭
球
大
会

▼
交
7
5
月
8
日
間
、
9
時

半
間
始
▼
と
こ
ろ
・
：
黄
聚
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
▼
種
目
・
：
テ
ニ
ス
男

子
、
女
子
▼
参
加
資
格
－
・
・
テ
ニ
ス

歴
が
浅
く
、
過
去
に
協
会
主
催
の

大
会
で
三
位
ま
で
に
入
ｎ
し
て
い

な
い
人
▼
人
数
・
：
中
学
生
は
各
学

校
2
チ
ー
ム
以
内
、
高
校
生
と
社

会
人
は
制
限
な
し
▼
参
加
料
・
：
中

学
生
三
百
円
、
高
校
生
・
社
会
人

六
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
当
日
、
9

時
に
マ
－
よ
Ｉ
人
け
付
け
▼
問
い

合
わ
せ
先
…
岩
ロ
さ
ん
（
ａ
⑩
6

5
6
9
）
へ
。
吊
民
体
育
課
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

つ
ど
い
―
子
ど
も
に
夢
を

▼
と
き
－
・
・
5
月
5
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
黄
柴
公

園
プ
ー
ル
、
西
宇
治
公
園
プ
ー
ル

▼
内
容
・
：
金
魚
す
く
い
、
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
▼
参
加

で
き
る
人
…
中
学
生
以
下
▼
災
合

場
所
・
－
－
史
斑
と
ち
プ
ー
ル
前
公

岡
▼
持
ち
物
・
：
金
魚
の
入
れ
物
、

作
昆
‥
え
▼
主
催
－
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
団
体
連
絡
協
議
会
。
雨
天
決

0
。
（
市
民
体
育
課
）

短
信
昭
和
五
十
八
年
度
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
杉
本
世
津
子
さ
ん
に
か
わ
っ
て
、
楠
三
千
代
さ
ん
（
大
久
保
町
日
柘
五
〇
上
、
西
大
久
保
団
地
二
二
棟
四
〇
二
号
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。
（
商
工
観
光
課
）

保
健
衛
生
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
服
用

5
月
6
日
か
ら

五
月
六
日
か
ら
ポ
リ
オ
生
ワ

ク
チ
ン
の
服
用
が
始
ま
り
ま
す
。

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
ポ
リ

オ
生
ワ
ク
チ
ン
か
飯
ま
せ
ま
し

日
時
、
会
場
、
対
象
な
淋
ほ

五
十
八
年
度
保
健
予
防
年
間
日

程
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
’
な

お
、
各
会
場
と
も
車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合
・
ツ
反

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

三
種
混
合
予
防
接
種
を
毎
月
一

圭
一
回
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
を
七
、
八
月
か
際
い
て
毎

月
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
爾
蔓
け
ら
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
さ
ん
は
、
体
調

の
よ
い
と
き
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。
日
時
、
対
象
、
注
意
事
項

な
芦
ほ
保
健
予
防
年
間
日
程
表

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

◇

献
血

▼
5
月
2
日
囲
、
小
倉
西
友

ス
ト
ア
ー
駐
車
場
＝
午
前
1
0
時

～
正
午
と
午
後
1
時
～
3
時
半
。

▼
5
月
1
0
日
出
、
黄
璧
青
少

年
文
化
研
修
道
場
＝
午
前
1
0
時

～
正
午
。
宇
治
黄
璧
病
院
ａ
午

後
1
時
半
～
3
時
半
。

ｙ
5
月
2
0
日
頃
コ
ピ
ア
関

西
工
場
‥
‥
午
前
1
0
時
～
正
午
。

粟
村
金
岡
工
業
旺
＝
午
後
1
時

半
～
3
時
半
。

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
5
月
1
0
日
出
、
木
幡
公
民

分
館
‥
1
午
前
1
0
時
4
0
分
、
小
倉

公
民
館
＝
午
前
1
0
時
的
分
、
旦

椋
公
会
堂
‥
ｌ
午
前
Ｈ
時
1
0
分
、

宇
治
保
健
所
―
午
前
‥
‥
‥
一
時
2
0
分
。

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
5
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
3
日

脚
、
5
日
湘
、
3
1
日
叫
で
す
。

3
1
日
㈹

2
7
日
ｔ

2
6
日
ｇ

2
4
日
次

1
9
日
床

旧
日
南

1
7
日
ｓ

1
2
日
閑

1
1
日
水

1
0
日
叫

日

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

緑
ヶ
原

南
小
倉

北
小
倉

木
幡
岡
屋
東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵
’

黄
業
南
山
明
星
町

志
津
川

福
角
南
陵
町

地
区

4
－
0
6
・
0
―
Ｉ
4
ー
ー
－
0

3
・
0
4
・
0
―
－
3
ー
ー
・
2

1
0
一
0
0
ー
Ｈ
‥
0
0

4
・
0
6
―
0
1
ｅ
0
～
ー
・
0

0
－
0
ｌ
ｅ
ｏ
ｌ
ａ
0
ー
ー
・
3

4
－
0
6
・
0
―
ｔ
Ｏ
～
1
・
0

1
4
一
5
0
～
1
6
‥
川

3
・
0
4
－
0
ｌ
ｅ
3
ー
ー
・
9
｀

1
4
一
3
0
ー
1
5
‥
5
0

ロ
‥
3
0
～
1
4
‥
1
0

Ｈ
‥
3
0
～
拓
こ
…
Ｅ

1
3
‥
3
0
～
Ｈ
‥
1
0

5
―
0
６
・
0
―
－
―
～
1
・
0

4
．
0
0
4
．
0
Ｉ
－
～
1
・
5

1
4
一
3
0
ー
1
5
‥
3
0

3
－
0
4
－
0
―
争
3
ー
ー
・
0

Ｏ
・
0
1
1
0
Ｉ
－
Ｏ
～
―
・
0

Ｍ
一
0
0
～
1
5
‥
4
0

駐
車
時
間

平
盛
小
学
校

内
大
久
保
小
学
校

艮
掠
公
会
堂
前

縁
ヶ
原
児
暇
公
園

南
小
介
小
学
校

北
小
介
小
乍
校

木
幡
－
公
民
館
前

川
崖
小
乍
校

晦
垣
タ
バ
コ
片
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
乍
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

万
福
寺
駐
巾
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

南
部
小
学
校

二
丁
目
公
閥
横

駐
車
場
所

187

宇
治
里
尻

長
村
保
則
ち
ゃ
ん

●

やっちゃんは車が大好き。バイ

バイしながらでも、ブーブ－と言

って遊んでいます。

この欄に掲載するお子さん（57

年5月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

春
の
野
外

観
察
会
（
昆
虫
）

新
緑
だ
け
な
わ
の
季
節
。
昆
虫

た
ち
も
数
多
く
の
姿
か
見
せ
て
ぐ

れ
ま
す
。
緑
こ
い
山
あ
い
の
中
で
、

親
子
そ
ろ
っ
て
休
日
の
ひ
と
と
き

か
尨
ご
し
ま
せ
ん
か
。

ｙ
日
程
…
5
月
1
5
日
間
、
午
前

8
時
、
宇
治
市
公
民
館
前
災
合
↓

志
ま
川
方
面
ｌ
‘
午
後
3
時
、
宇
治

市
公
民
館
で
解
散
▼
講
師
・
：
宇
治

川
水
域
採
災
蕭
師
・
中
川
三
郎

さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
親
子

（
子
片
も
は
小
学
校
3
年
生
～
中

学
校
3
年
生
）
▼
ｎ
用
…
四
百
二

十
円
（
材
料
費
）
。
交
通
行
は
不

用
▼
持
ち
物
…
筆
記
用
具
、
水
筒
、

弁
当
、
捕
虫
網
（
虫
を
と
る
あ
み
）

と
虫
か
ご
な
ど
。
長
そ
で
、
長
ズ

ボ
ン
で
歩
き
や
す
い
服
装
を
▼
定

員
・
。
・
3
0
人
で
先
着
順
▼
申
し
込
み

－
－
－
宇
治
市
公
民
館
へ
電
話
か
、
直

接
来
館
し
て
。

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

春
の
星
座
や
月
、
惑
星
に
つ
い

公民館のお知らせ

て
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
か
見
な
が
ら

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
1
日
出
、
午
後

7
時
Ｉ
9
時
ｙ
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
春
の
星
座
と
月
、

惑
星
（
金
星
、
土
星
、
木
星
）
の

観
望
▼
講
師
…
明
星
天
文
朗
館
長

・
江
上
賢
三
さ
ん
▼
対
象
…
市
内

を
住
の
親
子
（
小
学
校
4
年
生
1

中
学
生
）
▼
持
参
品
・
－
・
筆
記
川
具
、

小
型
懐
中
電
灯
▼
定
員
－
：
5
0
組
で

Ｏ宇治市公民館‥－宇治里り71の

9（5Ｓ3！2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ｎ＠8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺

内91（Ｓ巳4687）

先
着
順
▼
申
し
込
み
…
木
幡
公
民

館
へ
ｍ
話
か
直
接
来
館
し
て
。

第
2
2
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

製
茶
工
場
を
見
学

今
回
の
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
で
は
、

摘
み
と
シ
れ
た
茶
の
菜
が
、
ど
の

ふ
つ
に
加
工
さ
れ
て
私
た
ち
の
家

庭
に
く
る
の
か
か
學
ぶ
た
め
、
製

茶
工
場
″
見
学
し
ま
す
。

親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
シ
岑
・
・
5
月
2
2
日
臼
、
午
前

Ｏ
ｉ

郎
1
2
店
裂
茶
工
場
▼
テ
ー
マ
・
・
－
宇

治
茶
の
で
き
る
ま
ｐ
＝
製
茶
工
場

の
見
学
ｙ
対
象
・
－
・
親
子
3
0
組
で
先

着
順
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き

に
参
加
さ
れ
る
家
族
全
輿
の
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
か
附
い

て
小
倉
公
民
館
へ
。

第
7
回
子
ど
も
映
両
会

お
友
だ
ち
と
一
緒
に
見
に
き
て

ネ
／▼

と
き
・
－
・
5
月
1
4
日
出
、
午
後

2
時
～
3
時
半
▼
会
場
－
：
小
介
公

民
館
▼
上
映
フ
″
ル
ム
・
－
・
「
ね
ぼ

す
け
カ
エ
ル
」
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
ロ
分
）
、
「
み
な
し
ご
ハ
″
チ
」

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
2
7
分
）
、
「
炎

よ
創
れ
」
（
児
童
劇
映
副
3
1
分
）
。

園
芸
教
室

場
所
を
と
ら
ず
手
軽
に
で
き
る

菊
づ
く
り
と
さ
つ
き
の
講
回
答

叩
栄
子
。

〈
菊
づ
く
り
講
習
会
〉

▼
日
程
・
内
容
・
：
①
5
月
1
8
日

困
「
菊
の
つ
く
り
方
」
②
6
月
1
1

日
㈹
「
分
一
栽
菊
の
つ
く
り
方
」
③

7
月
5
日
團
「
福
助
菊
の
つ
く
り

方
」
で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

Ｉ
時
半
Ｉ
4
時
▼

会
場
・
：
木
幡
公
民

館
▼
講
師
・
：
全
日

本
菊
花
巡
盟
指
導

員
・
斉
藤
治
さ
ん

一
▼
定
員
＝
5
0
人
で

ト
園
芸
教
室
（
一
昨
年
、
木
幡
公
民
館
で
）

先
沿
順
▼
費
用
－
・
－

テ
キ
ス
ト
代
二
百

円
。

〈
さ
つ
き

講
習
会
〉

▼
日
程
・
内
容

…
①
5
月
3
1
日
㈹

「
さ
つ
き
盆
栽
の

基
Ｑ
知
識
」
②
6

月
7
日
出
「
慎
秀
‥
え
と
せ
ん
定
」

で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

～
正
午
▼
会
場
…
木
幡
公
民
ｎ
▼

講
師
…
宇
治
盆
栽
同
好
会
言
・

的
場
一
さ
ん
▼
定
員
・
：
4
0
人
で
先

着
順
。
い
ず
れ
も
、
申
し
込
み
は

木
幡
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

回
瑞
‥
会
は
小
倉
公
民
館
で
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

－
－
－
－
1
1
－
1
－
1
1
会
員
募
集

1
－
－
－
－
Ｉ
－
－
－
1
1
1

宇
治
市
史
を
学
ぶ
会

｛
言
Ｅ
市
史
を
テ
キ
ス
ト
に
宇
治

の
ｔ
史
か
學
ん
で
い
ま
す
。
た
だ

今
、
中
世
の
茶
の
発
祥
に
つ
い
て

学
習
中
。
あ
な
た
も
ご
参
加
欠

▼
例
会
日
…
毎
月
第
2
、
4
土

曜
日
、
午
後
2
時
～
4
時
▼
会
場

…
小
倉
公
民
館
▼
講
師
…
宇
治
市

歴
史
資
料
室
・
若
原
英
Ｉ

会
費
・
・
－
月
千
円
▼
連
絡
先
・
：
浪
江

清
さ
ん
（
豊
⑩
2
7
3
8
）
へ
。

《宇治市公民館会場）○3・4・5［ｊ

作品展示○3－5日午後i時から

おもちゃの于づくり教室。

《セツルメント会場》○3日…抹茶席。

　5日…煎茶席。3・4・5日盆栽－

　山り：展。

《宇治商工会議所会場）○3日午後1

　時から菊づくり教室。

《宇治市観光センタ－会場》○3・4・

　5日水石盆栽展。

大久保駅西
自転車置場

3日から春の市民文化
祭

移
動
図
書
館
（
5
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程
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表

市役所清掃課

TEL223141番

918賢Ｕ放臨の新田島）

宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、ｉｉＳｉ園、陣ノ

319内、赤塚．花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、・西浦、

420中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄ぐけこ岡ｓ国鉄以東のタノ吏）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

523原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、平野．折坂、福角、一・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）覆道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

冤道（平町を除く全域）624ｉ星町（全域）

志津川（全域）宇洽（山本、乙方、東内、又振山田）

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

925池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台ぐ令域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

’羽拍子町（国道筋を除く全域）1026神明（全域）

宇治（蛇塚．大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）1127広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東ｍ、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

1228大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山．久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）

1328開町（国道筋）広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

出所前から近鉄踏切までの府道筋）大久保町（田原、日椋，平盛、井ノ尻南ノロ一部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）

1430羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

・小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市
道筋以南の西浦）1631伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池．京銀前から南京信前176／1までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

し尿収集

日程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢
ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域
224福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
425西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）．南端（国鉄以東）
626芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
127南山（Ｂ）、金草原
928南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
1030北畠、桧尾、平尾、須留
1131花揃．赤塚、陣ノ内（国鉄以東）、御園、Ｓｏ蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部

126／1北御蔵山（平尾）．中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域
正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣ノ内（国鉄以西）、河原、徳水、柿ノ木町、136／2一丁目、札ノ辻町、紺屋町

146／3内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、ｍ小路、南端（国鉄以西）
166／4大林、梅林．芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
18寺界道、古川、西田．北ノ庄、野添、谷前．西浦一部、梅林官有地、大林一部
19西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
20福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村．大八木島
21車田一部、平町．一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
23車田、丸山、出口（国鉄以西）．森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）、笠取

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域
425田原、井ノ尻、日椋、平盛，南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏．久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、626寺山（翠光園団地）

127寺山、大開一部、宮谷、尖山一部．丸山、一里山（府道以南、市道以東）．中島、石塚（心華寺通り以西）

928東畏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）官北一部
1030小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北
1131野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）．琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

126／1下居、善法、壱番、妙楽、宇文京里尻（国鉄以南）、塔川

136／2ｍ影乙方｀東内．又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、

森本（国鉄以東）．段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、146／3池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

ゴミ減量にご協力ください

●・ゴミの水切り。を完全に。●・燃えるゴミの中にガラスや空カンを入れないでください。－新聞や雑誌類はゴミとして出さずに、町内会などでまとめて古紙回収へ。（清掃課）

し尿収集の届出を！！

家族や同居人に増減があったり転出転居、浄化槽設置などでし尿収集届出に異動があったときは、市役所清掃課へ届出てください。（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、224巾ノ田タ太淳而安田町奈域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前、425大町、大川原φ川原（大川原縮以丙丿石橋り

626中山（近鉄以西）、毛語、若林
727羽拍子町
928蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、1030神楽田（山中含む）

1131戸ノ内矢政（国鉄以北）若森（国詮以」ト）里尻（国詮以北）小桜
126／1東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
136／2南落合（4の通り以降～13の通りまで）
146／3南浦（100～110、84～98、30～33）、大只団地山際一部
166／4南浦．西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、17郡、石ｍ（大川原線以東）

18老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、19十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）十八（国道以東）

20寺内、西浦
21南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
23南堀池（大和、田中）、堀ｒｔｌｊ
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1⑨
　　　相談ごあんない

　まちづくりのことや、身近な悩

みにお答えします。

市民相談…日曜■祝日を除く毎日

　市民相談室で、市政に限らず身
　近な悩みごとにお答えしていま
　す。また．月1回市内各所で移
　動市民相談を実施。S⑩4029市

　民相談室。
消費生活相談…商品のクレームな

　ど、専門相談貝が衣食住全般の
　苦情処理と相談に応じます。毎

　月第2水曜日の10時～15時は市
　内各所で移動消費生活相談を実
　施。また、毎月第i水曜日の10

　時～15時は市役所商工観光課で
　実施。その他、消費苦情相談は

　日曜・祝日を除く毎日．商工観

　光課で受付。お問い合わせは、
　ac3i4i商工観光課へ。

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2㈲

●’i＞配ごと相談（総合福祉
　会館13時～15時）
　幼児相談（保健医療セン
　ター13時半～14時半）

3R
4困

5R

6m
●法律相談（総合福祉会館

　13時半～15時半）

7出
●結婚相談（川束集会所13

　時～15時）

8⑧

9（月）
●心配ごと相談（IS合福祉
　会館13時～15時）
　乳児相談（保健医療セン
　ター9時半～11時）

lo火
●年金相談（総合福祉会館

lUB？～lz吋

IK＊）
　移動消費生活相談（六地

寺

12困

●法律相談（総合福祉会館

　13時半～15時牛）
　人権相談（市民会館10時
　～15時）

　　交通事故巡回相談所

とき5月11日（水）・25日（水）

　　　　午前9時～午後4時
ところ宇治市宇治g森

　　　　京都府宇治地方振興局

内容●交通事故の法律問題

　　　　●示談のしかた●賠償

　　　　額の算定●訴訟、調停

　　　　のしかた●自賠責保険

　　　　などの利用、臍求のし

　　　　かた他。

お問い合わせ宇治地方振興局

　　　　　　　n⑩2970

―

―

―

13｛i
血圧相談（小倉公民館9

時半～11時）

14出
●結婚相談（川束集会所13

　時～15時）

15⑥

16（月）

●心配ごと相談（総合福祉

　会館13時～15時）　OHIB細紋／－ir一艇八F？＿政A
すしノし1－眸χり｀r岡二ふゝｐＭＪ
時半～11時）

17勾

18｛＊）

19俐
●法律相談（総PI福TiE会館13時半～15時半）
●高齢者無料職業相談（総合福祉会館10時～15時）
　行政相談（市役所市民相談室io時～16時）

20（i血圧相談（木幡公民館9時半～11時）

21（1）●結婚相談（川東集会所13時～15時）

22⑧

23（月）●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

24幻

25困

消費生活相談（商工観光
課10時～15時）

青少年相談（市民会館13
時～16時）

社会福祉協議会の相談（●印）

　1人で悩まず、お気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所
から南へ200に）で相談を受けてい
ます。（社会福祉協議会＝総合福

祉会館内豊R5650）

●’C－B5ごと相談（民生児童委員）
　よろず相談全般。毎週月曜日、
　総合福祉会館で。

●法律相談（弁護士）
　法律問題全般。総合福祉会館で。
●結婚相談（専任相談員）
　登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
　協・相談所員）

　高齢者の求人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）

　キ金全般。

－

・

・

ミ

ミ

ミ

ミ

26俐
●法律相談（総合福祉会館

　13時半～15時半）

27（i

血圧相談（広野公民分館
9時半～11時）

移動市民相談（明星町集
会所13時半～16時）

28出
●結婚相談（川東集会所13

　時～15時）

29⑨

30（月）
●心配ごと相談（総合福祉

　会館13時～15時）

3棚
6月

1困
ｉｉ


	page1
	page2
	page3
	page4

